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ここでは境界のない多様体上の，横断的に複素解析的な葉層構造で複素余次元が1で

あるものを考える．例えば複素曲面上の複素解析的なベクトル場の積分曲線により定

まるような葉層構造のように，特異点を持つ場合も考える．葉層構造Fの特異点集合
をSingFで表すことにする．
Fatou集合は古典的にはCP 1上の複素力学系（写像度が2以上の有理写像や，超越整

函数，さらにはそれらのなす半群の力学系），あるいはKlein群の作用に関して（Sullivan

の辞書を通じて不連続領域として）定まる．複素余次元1の葉層構造のFatou集合もこ

れらに対応する．大雑把にはこれらは次のように定まる．

定義 1 ([1]，[2]). Mを境界のない多様体とし，Fを複素余次元1の，Mの葉層構造とす

る．p ∈ M \SingFを始点とし，pを通る葉に沿ったFのホロノミーを考える．これらが
正規族をなす時，pはFのFatou集合F (F)に属するとする．また，J(F) = M \F (F)

と置き，FのJulia集合と呼ぶ．

定義によりSingF ⊂ J(F)が成り立つ．

力学系のFatou–Julia分解，Klein群の作用の不連続領域–極限集合分解，葉層構造の

Fatou–Julia分解は擬群や擬半群の作用として統一的に理解できる [2]. また，複素余次

元 1の葉層構造の Julia集合は，実余次元 1葉層の極小集合と類似した性質を持つこと

が知られている [1]．そのため，Fatou集合，Julia集合を決定することは葉層構造にお

いても重要な問題であると考えられる．しかし，力学系やKlein群の作用の場合と同様

に，葉層構造についても与えられた点がFatou集合あるいはJulia集合に属するか判別

するのは一般には極めて困難である．ここでは，Fatou集合は葉層の葉の和集合である

ことと，葉層のホロノミーに関して不変な計量を持つ [1],[2]ことに着目し，一つの判

定条件を紹介したい．まず，次のように定める．

定義 2 ([3]). UをM \ SingFの開集合とする．Uの閉部分多様体の族{Kn}n∈NがUの

コンパクト近似であるとは，次が成り立つことを言う．

1) 各 nについて，KnはKn+1の内部に含まれる．また，Knは U の真部分集合で

ある．

2)
∪

n∈N Kn = Uが成り立つ．

3) FのKnへの制限をFnとすると，Fnのホロノミー擬群はコンパクト生成である．
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正確にはKnにはもう少し技術的な条件が付く．また，条件3)は，Fnをコンパクト

な多様体（境界はあってもなくても良い）の葉層構造と見なして良い，という意味で

ある．Knたちがコンパクトであれば条件3)は満たされるが，それよりやや弱い仮定で

ある．

定義 3. gをTMのリーマン計量とする．M \ SingF上の，横断的なエルミート計量h

が gに関して下に有界であるとは v ∈ TM/TFについてh(v, v) ≥ g(v, v)が成り立つこ

とを言う．

ここで，TM/TFは階数 1の複素ベクトル束と考えている．また，g(v, v)は例えば

(TM/TF)⊗ Cを考えることにより定める．すると，次が成り立つ．

定理 4 ([3]). Mを境界のない多様体（開多様体でも良い）とし，FをMの複素余次元1

の葉層構造とする．また，TM/TFの計量gを任意に固定する．また，U ⊂ M \SingF
を，Fの葉の和集合であるような開集合とする．次が成り立つとする．

1) FのUへの制限は横断的な不変エルミート計量で，gに関して下に有界なものを

持つ．

2) Uのコンパクト近似が存在する．

このときU ⊂ F (F)が成り立つ．

定理 4の条件1)，2)は閉多様体上の非特異な複素余次元1葉層についてはほぼ必要条

件である（極端に簡単な葉層構造を除けば必要条件である）と考えられる [2, Proposition

4.24]．一方，一般の状況ではこれらが必要条件であるかは今のところよく分からない

が，条件1)，2)のいずれを外しても反例が存在する．
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